
．
帽
マ

謬

噛
蔵
び
睦
．
　
聾
螺
獺

「納
楓

．
　
㌧

穐国　qゆ

叢　，∴晒ヤ　，　　「

東
．鍵麟

画
♪
∴

ヘ
　
　
　
レ

　
　
、
周

い

梅
報

一
，

嚇
　
　
、
一
．

．
．
新
税
法
の
施
、
行
に

、
靱　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
冨
　
　
村
，
長
小

　
　
、
昏
’

　
　
　
　
　
　
　
ド
　
サ

　
　
　
　
地
方
分
櫨
に
齢
す
る
臥
起
は
随
梯
わ
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
。
從

　
　
〆
　
、
分
長
い
間
の
叫
び
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
來
税
に
封
ず
る
不
李
は
口
重
な

菰
礪
裏
多
の
有
志
先
業
血
の
に
じ
、
舞
よ
レ
も
寧
ろ
不
均
衡
轟

　
　
　
　
む
努
力
を
つ
蟹
け
）
た
に
か
主
わ
税
に
大
忌
な
難
点
が
あ
っ
た
檬

　
　
　
　
ら
索
其
の
園
貫
を
あ
げ
る
ζ
と
ば
　
で
あ
る
が
七
の
こ
と
は
漸
吹
解

　
鱗
　
　
・
臨
き
な
か
っ
た
、
絡
職
を
槻
と
回
し
て
ゆ
く
も
の
と
思
わ
れ
る

　
　
謬

　
　
　
　
し
て
あ
ら
ゆ
る
制
度
の
民
主
化
今
後
の
間
題
は
担
税
力
で
あ
る

　
　
　
　
　
が
叫
ば
れ
、
、
さ
き
に
地
方
制
度
押
迫
る
不
況
と
相
次
ぐ
不
測
の

　
　
　
　
．
に
む
根
本
的
な
改
革
が
な
さ
れ
災
害
に
喘
々
住
民
に
果
し
て
担

　
　
　
、
驚
の
で
あ
る
が
臨
画
更
に
ζ
の
税
す
惹
力
が
俘
っ
て
ゆ
く
か
と

　
　
　
　
鱗
度
に
．
財
政
的
な
裏
付
を
す
る
云
う
ヒ
と
で
ζ
れ
に
は
担
税
力

　
　
　
　
、
地
方
税
法
の
劃
期
的
な
改
正
が

　
　
　
　
國
奮
を
癌
署
し
て
八
月
．
剛
日
よ

　
　
　
　
噛
リ
穂
献
ざ
れ
お
こ
と
に
な
つ
だ

　
　
　
　
、
れ
を
以
忽
直
に
地
方
分
穣
が

　
　
　
　
、
無
し
地
方
験
算
の
希
望
勝
亮
一

　
　
　
　
蓼
慰
撫
［
睦
ら
静
置
と
底
伝
へ
な

　
　
　
　
蛎
顔
兎
に
角
噴
．
慮
の
形
を
…
整
へ

　
　
　
　
あ
　
彰
は
喜
極
に
堪
へ
な
い
々

　
　
　
　
．
，
　
が
酔
ヤ
ウ
プ
励
告
に
よ

　
　
鞍
全
般
の
改
命
を
み
た
こ

．
’
覆
愚
母
の
峯
實
で
あ
る
が
こ

馨
の
賞
窟
が
奈
邊
に
あ
る

」

墨
入
膝
割
合
に
露
な
恥

，
．
恥
ム
う
あ
・
ト
ツ
ジ
．

鍵
費
器
饒

　
　
　
ン
7
レ
ぞ
如
何
に

　
　
麟
蟹
萎
驚
せ
し

　
　
題
磐
あ
〃
税
制
度

し
●
た
税
制
慰

鹸
騨
　
か
癌

腫
岬
・

　
　
・
＾
詮
、，

識

．
脳
《

隔
わ
議

ら、

改
正
．
税
法
の
解
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
税

　
◎
地
方
税
に
O
い
て

△
改
正
の
要
点
．
’

程
視
制
度
は
肚
食
の
推
移
と
輝

濟
の
佳
話
に
よ
り
年
々
改
正
を

見
、
現
在
迄
の
税
目
は
§
下
種

忙
及
ん
噂
き
売
が
各
地
方
二
十

の
財
…
敢
は
貧
困
の
極
に
あ
り
ま

し
沁
。
」

へ
σ
轟
多
糠
な
税
艮
も
大
部

分
が
附
加
税
制
度
で
あ
鉦
鐙
重
税

・
責
任
の
藍
蝋
及
び
親
に
封
ナ
る

端
羅
蒜
膿
蝋
欝

の
改
正
は
ヒ
の
附
加
税
制
度
を

髄
鍛
創
鍵
饗
鮒
懸

厳
粛
に
す
％
壱
越
に
納
税
暫
の

恥
露
税
に
鋤
ず
る
理
解
㌃
容
易

軸
翼
㈱
譲
灘
鑓
藷

臓
特
別
後
欣
覇
麟
竃
馬
課
税
棚

噸
噂
橘
嶺
隔
贈
還
期
醤
、
納
期

　
　
　
夢
蒐
、
．
締
天
の
方
法
、

　
　
　
簿
融
の
劔
裁
鵠
定
、
一
半 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
來
の
石
鞠
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
材
引
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　　
@　

ﾐ
論
難
難
擁
罐

　
　
　
　
2
5
助
郷
｝
燐
姿
、
電
　
　
ま
す
。

　　

@　

r
東
實
雛
．
鶏
伽
灘
翻
論
議
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
改
正
に
な
り
納
税
者
が
納
碍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
納
税
で
き
る
よ
う
に
詳
し

↓
い
て
　
　
く
鱒
桝
．
鞍
㌶
磐
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
賦
課
後
牧

　
　
　
野
弘
，
－
課
税
洩
れ
の
村
税
の
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
正
な
行
爲
に
因
り
冤
れ
た

　
　
を
洒
養
す
る
施
策
の
言
行
と
住
弐
に
書
い
て
あ
る
徴
牧
金
が
あ

　
　
民
の
熱
意
が
必
要
で
あ
る
、
と
　
る
ご
と
を
竣
直
し
た
場
合
は
課

　
　
の
税
法
を
ど
の
檬
に
溜
幽
す
れ
税
す
べ
き
年
度
の
税
峯
に
よ
つ

　
　
ば
住
民
の
臨
調
が
招
來
さ
れ
る
τ
全
額
を
一
時
に
賦
課
し
底
に

　
　
も
の
で
あ
る
か
、
税
行
政
に
た
徴
牧
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

　
　
づ
さ
わ
る
も
の
も
納
視
者
も
充
す
。

　
　
分
に
理
解
し
相
協
力
ナ
る
ζ
と
徽
牧
を
五
年
間
行
わ
な
か
っ
た

　
　
に
よ
っ
て
は
七
め
て
立
法
の
趣
場
合
は
そ
の
徴
牧
金
は
時
効
に

　
　
旨
に
沿
い
吾
々
・
σ
貫
に
希
求
す
よ
り
滑
滅
す
る
ζ
と
に
な
り
徴

　
　
る
地
方
自
治
の
腰
農
が
期
し
年
賦
は
で
き
貸
せ
ん
。

　
　
ら
る
亀
も
の
と
信
ず
る
。
」
　
2
徴
牧
傘
と
拡
．
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
重
税
並
．
に
そ
ρ
督
促
手
下
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
滞
金
、
魍
少
申
告
加
嚥
金
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聯
　
　
　
不
申
告
加
算
金
、
征
漕
加
算
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
及
位
納
戸
分
費
を
い
属
画
す
。

　
　
　
　
　
　
　
務
係
3
徴
税
令
欝
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徽
税
令
書
に
は
納
税
者
が
納

　
　
し
そ
の
協
力
を
確
保
し
税
務
行
め
る
税
の
腰
細
の
根
調
と
な
つ

　
　
政
の
圓
滞
な
蓮
瞥
に
よ
り
税
牧
た
法
律
と
か
村
の
一
例
の
規
定

　
　
の
兜
壁
を
期
し
地
方
自
治
の
磯
課
税
標
準
額
、
税
率
、
．
納
期
が

　
　
展
と
経
濟
の
．
安
定
を
診
る
こ
と
分
か
れ
て
い
る
税
露
つ
い
て
は

　
　
が
揖
的
乏
さ
れ
て
る
る
の
で
あ
各
納
期
の
納
付
顧
、
納
期
限
ま

　
　
り
逸
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
で
に
税
金
を
納
…
め
な
い
場
合
の

　
　
村
税
の
中
、
村
民
視
に
つ
い
て
，
措
置
賦
課
に
あ
や
ま
ち
等
が
あ

櫛
器
転
勤
籍
吐
銚
潔
暢
囎
絆
纏
撒
讐

　
　
三
三
産
割
所
得
割
に
見
立
て
を
．
納
め
て
重
て
よ
う
に
な
っ
て
い

　
　
加
齢
し
て
の
課
税
方
法
を
根
本
ま
す
。
．

　
　
的
に
改
の
人
頭
割
と
所
得
割
に
獲
納
期
限
彼
に
納
付
す
乃
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
の
延
滞
金
に
O
い
て

　
　
限
定
し
所
得
も
家
族
合
算
主
義

　
　
か
ら
個
人
課
税
主
義
に
鴎
税
で
　
　
旧
法
に
よ
る
延
滞
金
は
百
圓

　
　
謙
る
薪
剛
得
税
に
準
じ
て
改
正
さ
　
に
つ
き
一
日
二
十
鍾
　
で
あ
り
・
逢

　
　
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が
今
回
の
改
正
に
よ
り
百

難
羅
難
羅
髄
叢

　
　
で
あ
一
三
す
が
至
重
の
改
正
に
δ
督
促
に
ρ
い
て

　
　
よ
か
ま
し
て
村
民
税
と
共
に
麓
督
促
手
救
料
は
督
促
飲
．
鳳
通
に

　
　
税
の
主
軸
と
な
レ
固
定
養
産
税
つ
い
て
十
風
と
郵
便
で
嚢
逡
す

．燃
s
襲
凝
畿
灘
灘
謹

鹸
　
　
　
　
　
噸
、
　
　
曇
．

…
鑛
購
繕

　
宏
い
と
掬
定
納
…
欝
の
翌
母
か
ム
．

　
羅
貸
金
百
一
圓
に
0
費
「
『
臥
四
鎗

　
＝
爆
延
滞
加
算
金
を
課
さ
れ
る
よ

　
う
に
な
り
急
し
た
。
・
但
し
延
溜

　
加
算
金
ば
税
額
の
百
分
の
五
を

　
こ
え
る
と
と
は
で
音
ま
せ
ん
。

　
只
村
税
と
し
て
魚
類
ナ
る
喝
の

　
　
一
村
民
税
・

　
く

　
1
納
税
義
務
者
の
う
あ
個
人
の

　
　
場
合
は
旧
法
に
よ
る
と
一
戸

　
を
構
え
る
個
人
又
は
一
戸
を
構

　
　
へ
な
く
と
も
猫
立
．
O
生
計
を
螢

　
む
個
人
と
あ
か
ま
し
た
が
敗
正

　
に
よ
り
村
内
に
住
所
居
所
を
有

　
す
る
個
人
で
前
年
に
所
得
が
あ

　
　
つ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
そ
れ

　
で
輔
家
の
ヶ
ち
で
所
」
得
の
あ
る

　
も
の
が
三
人
い
る
場
合
嫁
そ
の

　
三
人
は
そ
れ
ぞ
れ
納
税
義
務
者

　
と
な
る
わ
け
で
ナ
生
活
保
護
法

　
の
規
定
に
よ
み
生
活
扶
助
者
は
・

　
除
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
一
ま
ず
樹

　
村
内
に
事
務
所
事
業
所
又
は
家

　
趨
歎
を
有
す
る
個
人
で
村
内
に

　
住
所
を
有
し
な
い
も
の
及
村
内

　
　
に
事
務
所
事
業
所
を
有
ナ
ち
法

　
人
肚
困
久
は
財
国
で
代
表
考
量

　
　
理
人
の
定
め
あ
る
も
の
を
い
ム

　
ま
す
。

　
2
課
税
標
準
’

　
　
課
税
標
填
は
均
等
割
と
所
得

　
割
で
あ
り
ま
す
が
所
得
射
勘
所

　
得
税
獺
、
課
税
魂
所
得
金
額
ま

　
た
は
課
税
穂
所
得
金
額
幽
ら
所

　
得
税
額
を
控
除
し
た
金
額
と
な
“

　
　
つ
て
い
ま
す
。

　
，
昭
和
二
十
五
年
度
の
村
民
税
の

　
課
税
標
準
は
均
等
鯛
と
所
得
税

　
額
で
あ
わ
ま
す
。

　
3
税
率
．
、
．
。

　
　
税
率
は
均
等
割
の
場
合
市
町
」

　
村
の
人
口
に
よ
り
そ
の
顧
が
ち

　
が
い
ま
す
が
本
村
は
四
百
圓
で

　
所
得
割
は
所
得
税
額
の
百
分
の

　
十
八
で
あ
り
ま
す
法
人
は
均
等

　
割
の
み
で
あ
っ
て
本
村
の
場
合

　
千
二
百
園
で
あ
．
り
ま
す
。

　
4
賦
課
期
日
と
納
期
日

　
　
．
村
員
税
の
賦
藻
期
日
は
六
月

．
脆
蓋
置
欝
欝
結
縛 　

　
　
　
　
　
　
　
　
．
～

儀
，
、
3

と
翼
釜
月
の
熱
，
・

赫
欝
欝
に
禽
暫
∴

　
村
鳥
税
の
絡
税
義
諮
者
は
村

内
に
佳
所
馬
所
事
務
所
畜
業
所

．
を
有
し
な
い
場
含
に
は
村
内
に

海
い
セ
盆
立
の
歯
痛
を
愈
悩
ん
で

い
る
者
の
う
ち
か
ら
納
税
管
理

人
を
定
め
て
村
長
に
申
告
し
な

け
れ
ぽ
な
ら
な
い
セ
と
に
な
つ
・

て
お
り
攣
更
し
た
場
合
も
又
申

告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
ぜ
ん
正

噛
な
纂
由
が
激
く
て
申
告
を
も

な
か
っ
た
場
合
は
三
寓
薗
以
下

の
過
料
を
還
せ
ら
れ
ま
す
儀

β
均
等
割
に
よ
る
面
出
税
を
納

　
．
め
．
な
く
」
て
も
よ
い
も
の
・

・
イ
不
具
者
及
未
成
年
者
但
し
じ
’

う
嶺
つ
た
も
の
が
猫
立
の
生
計

を
螢
ん
で
お
り
前
年
に
十
万
園

を
ヒ
え
る
利
子
所
得
、
配
意
所

得
、
及
不
動
産
所
得
と
い
っ
た

資
産
所
得
又
は
事
業
に
．
よ
る
所

得
が
あ
っ
た
場
合
に
は
裸
税
さ

れ
逸
す
。
　
　
　
　
」
’

　
　
郵

’

ゼ
　
　
、
ゴ
「

濡
舗

澱
二
様
羅
凝
鵡

棚
係
で
八
月
一
日
と
な
っ
て
耳

許
す
⑤

欝
宙
吊
軌
月
雪
午
御
敵
ざ
聖

準
③
心
算
⑳
　
野
あ
蓬
す
奪

　
範
温
　
　
秀
讐
謬
翼
等

韓
姥
蝉
逢

上
の
子
女
が
居
た
り
十
万
皿
以

上
の
所
得
が
嶺
つ
た
場
合
に
は

篠
税
さ
れ
ま
ナ
。
　
．
鴨

一
向
居
の
奏
、
但
し
夫
に
所
褐

が
な
い
爲
に
村
民
税
．
の
納
税
義
．

務
を
負
わ
な
“
場
合
は
そ
．
の
妻
、

は
均
等
割
を
納
め
る
ζ
と
に
な

り
密
す
。
，

7
所
樽
割
に
よ
る
村
民
税
嘉
．

め
な
く
て
よ
い
も
の
／

イ
不
具
者
瓦
未
成
年
者
但
し
前

記
贅
産
所
得
又
は
事
業
所
得
が

あ
っ
た
場
合
は
課
税
さ
れ
ま
す

ロ
寡
婦
但
し
十
八
才
以
上
の
子

女
が
居
た
り
前
年
に
十
万
圓
以

上
の
所
得
が
あ
っ
た
場
合
ぱ
課

税
さ
れ
ま
す
ρ
、
、

8
．
申
告

村
民
税
の
綱
引
畿
務
者
は
毎
年

六
月
十
日
迄
昭
瓢
二
十
五
年
鹿

ば
八
月
二
十
日
影
に
白
絹
に
定

め
て
あ
る
檬
式
に
よ
り
硝
告
書

を
村
長
に
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
申
告
書
は
前
年
の

所
得
税
確
定
申
告
の
控
書
は
箆
、

正
決
定
の
通
知
給
輿
所
動
慧
の
．

場
合
は
源
泉
穫
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＋
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摯
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